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人人間間文文化化学学部部 生生活活デデザザイインン学学科科 講講師師 大大江江 由由起起

研究分野 ：建築・住環境、照明環境、色彩環境

■■体体育育館館ででのの生生活活行行為為にに応応じじたた避避難難所所照照明明11))

日本は世界でも有数の災害大国ですが、現状の避難所では
生活空間及び設備に関する整備が必ずしも十分ではないこと
が多く、照明環境を含め避難所環境全体の改善が重要となっ
ています。

避難所における照明の役割として、安全性の確保、安心感
の創出、各生活時間に適した環境の構築が主に挙げられます。
しかし、体育館を避難所として利用する場合はこれらの両立
が難しく、生活リズムの乱れの一因となります。そこで、避
難所利用時の体育館における各生活時間に適した照明環境を
把握することを目指して研究を行っています。

■■好好ままししいい鑑鑑賞賞環環境境をを実実現現すするるたためめのの美美術術館館照照明明22))

美術館展示における快適な絵画鑑賞環境作りには照明が寄
与するところが大きいです。作品を保護するために絵画には
アクリル板のような保護ケースが取り付けられていますが、
照明がケースに当たることによって反射グレア（眩しさ）が
生じることは絵画鑑賞の妨げとなります。しかし、反射グレ
アを防ぐための照明設計手法が国内外ともに確立されていな
いのが現状です。

そこで、館内全体を照らす全般照明と絵画を照らすスポッ
ト照明のバランス（位置や光量）と反射グレアの関係につい
て研究しています。美術館は幅広い年齢層の人が利用する空
間であるため、若齢者に比べ、眩しさを感じやすい高齢者に
も配慮した快適な鑑賞環境形成の一助となることを目指した
いと考えています。

高齢社会に直面している昨今、心身ともに健康な状態を可能な限り長く維持することが
ますます重要視されています。そのなかで、衣食住の一つである「住環境」が果たす役割
は大きいです。住環境を考える上で、そこにいるヒトがどのような属性の人で、いつ、ど
こで、何をしたいのかという点を考慮し、幅広い年齢層の人にとって快適に過ごすことの
できる空間づくりの一助となるような研究を照明や色彩環境の観点から考究しています。

＜共同研究等の状況＞
1) 富山大）秋月教授・東京理科大）吉澤教授・国土交通省 国総研)山口氏との共同研究
2）科研費22K13009，東京理科大）吉澤教授・千葉大）溝上教授・国立西洋美術館）高嶋氏との共同研究

生生活活行行為為やや年年齢齢層層にに応応じじたた照照明明環環境境にに関関すするる研研究究

他他絵絵画画用用のの
ススポポッットトラライイトト
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関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標
人人間間文文化化学学部部 生生活活栄栄養養学学科科 教教授授 中中井井 直直也也

研究分野：運動生化学、スポーツ栄養学

研究室ＨＰ：https://naoyanakai.wixsite.com/ex-nutrition 

骨格筋培養細胞を電気刺激で収縮させることによって、運動時に骨格筋で起こる細胞
内の変化を解析する。また、栄養素を培養液に添加したり、取り除いたりすることに
よって運動と栄養の効果を検証することが可能なモデルを確立し、有用な栄養素の探
索・開発に応用することを目指している。

骨骨格格筋筋培培養養細細胞胞モモデデルルをを利利用用ししたた運運動動刺刺激激おおよよびび
栄栄養養刺刺激激効効果果のの解解析析とと応応用用

■■骨骨格格筋筋培培養養細細胞胞モモデデルルのの確確立立
運動や栄養効果を細胞レベルで詳しく調べるためには、培養細胞を利用することは非常に強力なツール

となります。培養骨格筋細胞は増殖時は他の多くの細胞と同じく単核細胞ですが、細胞分化を誘導する培

養液中では細胞同士の融合が起こり、多核の筋管細胞となります。また、アクチンやミオシン等の収縮タ

ンパク質が発現し、筋収縮単位であるサルコメ

ア構造が形成されます。

本研究室では、骨格筋培養細胞に身体運動時

の筋収縮を模した刺激を加えることによって、

運動時に起こる細胞内変化を明らかにしようと

しています。

筋芽細胞 筋管細胞
分化誘導

5日間

■■筋筋収収縮縮運運動動負負荷荷モモデデルル
十分に分化誘導を行った筋管細胞に電気刺激

を加えると収縮が起こります。現在、電気刺激

の強度や頻度、時間を変えることによって、有

酸素運動およびレジスタンス運動を模した収縮

を負荷する方法の確立を目指しています。

C2C12
cells

筋サテライト
細胞

増殖

＋ ー
電気刺激
栄養素

遺伝子発現・タンパク質発現解析
メタボローム解析

分化

運動効果を高める栄養素の探索・開発
健康を高める機能性食品の探索・開発

■■栄栄養養素素飢飢餓餓とと再再補補充充モモデデルル
骨格筋量の維持・増進のためには、タンパク質

合成を高める必要があります。しかし、同時にタ

ンパク質分解は不要なタンパク質の処理やアミノ

酸のリサイクルに重要です。我々は、一定時間の

栄養素（グルコースやアミノ酸）の飢餓後、栄養

素を再補充するとタンパク質合成促進作用の指標

となるmTOR/p70S6K経路を強く活性化することを

見出しました。このメカニズムを明らかにするこ

とにより、適切な絶食が骨格筋の量や機能を高め

る可能性を提唱しようとしています。

飢餓ストレス効果によるタンパク質合成の活性化
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